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ソーシャルワーカーは地掲燦罫忠実践を行うことにどのような意義を感じ，どのようにその体験を日常業務へ還元して

いるのiJ'¥， H苛斎榊保健樹止ボランティア講連の実行委員に対する薗蕗譲置により，地掲燦動長短政η意義とそのあり方に

ついて検討する。
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I はじめに

1 研究の動機と目的

1 )ソーシヤルワーカーの地域福祉実践

筆者は，自らのソーシヤノレワーク実践の

経験から，地域福祉実践はソーシヤルワー

カーの成長において必要不可欠な取り組

み項目であると結論づけている。

例え所属機闘が入所・入院型施設であろ

うとも，利用者の生活のあり様を考える上

で必要となる視点、やヒントは，地域福祉実

践の経験を通して培われると考える。但し，

ここでいう地域福祉実践とは，ケースワー

ク(個別援助技術)における地域生活支援

とは少し異なる。個別ニーズの充足にとど

まらず，ニーズの一般化を図る上で必要と

なるコミュニティワークやソーシヤルア

クション，ソーシャルワークリサーチ等の

間接援助技術を活用して，利用者の地域生

活領域の拡大や改善のための啓発活動，社

会資源の基盤整備や開発など，ともすると

日常業務では優先順位として後回しにさ

れやすいソーシヤノレワークレパートリー

をここでは地域福祉実践と位置づけて考

えたい。ソーシャルワーク実践にケースワ

ークを抜きにした利用者の社会復帰支援

や生活支援はあまり考えられない。しかし，

その反対にほぼケースワークを中心とし

た直接援助しか展開しきれていないソー

シヤノレワーカーは増えてきているのでは

なかろうか。しかも活動場面も所属施設内

に限定される傾向にある。

国家資格化を数十年前に果たした現在

のわが国では，ソーシャルワーカーの数は

増えてきている。社会から求められるニー

ズも高まり，活動領域も拡大している。し

かし，それに比して地域のフィールドを駆

け回るソーシヤノレワーカーが増えている

かといえば，その実感には乏しいものがあ

る。

筆者が精神科ソーシャルワーカーとし

て病院へ入職した当時は，職場内において

ソーシャルワーカーの確固とした位置づ

けはなく，求められる役割もあいまいな状

況にあった。だからこそ，有り余る時間の

中で，患者と共に時間を共有する生活を送
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ることができたし，院内外を問わず様々な

人達とのつながりの機会を大切にしよう

とする意識も高かったのだろうと思う。特

に精神障害者の地域生活に対する既存の

サービスが不足していたことで，新たな社

会資源の開発のために横のつながりを求

める必要もあった。その分，必然性の高い

地域での福祉実践は自らの拠り所となる

魅力的な活動が多くあった。

一方，最近の現場の状況へ目を向けると，

ソーシャルワーカーの国家資格化に伴う

職域の拡大や役割の明確化により，右も左

もわからない入職聞もないソーシヤルワ

ーカーでさえ，即戦力としての働きが求め

られている。このような状況にあっては，

たとえソーシヤルワーカー達に地域福祉

実践への関心があったとしても，当分の聞

は所属機関内での業務で手一杯になるの

かもしれない。環境的要因で、語ってしまう

とそのような見方も一理ある。しかし，利

用者と共に生活を創造する役割にあるソ

ーシャルワーカーは，地域の場で自らの実

践を見つめ，客観的に所属機関の果たす役

割を考えるスタンスを失ってほしくはな

いと強く思うし，青木1) (1999) もいう

ように，地域社会の視点を所属機関内へ持

ち込むことこそが，ソーシャルワーカーが

施設に存在している価値なのではなかろ

うか。

さらに，こうした責務としての一面だけ

でなく，地域福祉実践を展開するソーシヤ

ノレワーカーに対して，その活動から得る何

らかの成果や恩恵が必ず存在することも

忘れてはならない。援助する側としての役

苦手lがそのまま対象者に対する一方的なエ

ネルギーの放出に終始するとは限らない

のである。効率性で語れば，院内や施設内

で業務を完結したほうが賢明であろう。し

かし，筆者の体験からすれば，ソーシャル

ワーク実践の礎と呼べる体験の多くは，効

率の面で後回しにされやすい地域福祉実

践であったことは間違いのない事実なの

である。

2)地媛福祉実践としてのH精神保健福祉

ボランティア講座

ことに，筆者が前職からかかわりを続け

ている地域福祉実践がある。H市で毎年実

施される rH精神保健福祉ボランティア講

座(以下，当講座)Jである。 1994年開始

以来，毎年活動を続けてきた地域福祉実践

で，今年で 17年目を迎える。当講座は，

H市内にある医療機関や福祉施設，行政機

関や社会福祉協議会などのフォーマル・サ

ービス(専門職)と，講座修了生や精神障

害当事者(以下，障害当事者)などのイン

フォーマル・サービス(地域住民)とで組

織される rH市精神保健福祉ボランティア

講座実行委員会(以下，当実行委員会)J 

が企画・実施を行う。H市から事業を委託

される形で地元の地域生活支援センター

が主催を担い，そこから各関係機関へ向け

て当実行委員会への参加要請が行われて

いる。

当実行委員会の活動は当時の筆者の地

域福祉実践において中核をなしており，拠

り所であり，また専門職としての成長の場

でもあった。ともすれば院内業務だけで完

結しがちな自らの実践の矛先を地域へ広

げ，地域住民や障害当事者との交流を通し

て彼らの生の声を伺い，地域社会というフ

ィールドから所属機関のあり方や自己の

役割を問うことのできる，地域福祉実践に

求められる要素がふんだんに盛り込まれ

た活動で、あった。十数年の歳月の中で数百

名もの精神保健福祉ボランティアを誕生

させた当講座は，H市における啓発事業や

人材育成事業として，地域の社会資源的な

役割を現在も果たし続けているのである。
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3)本研究の目的

当講座には現在まで各機関に所属する

多くのソーシャルワーカー達が実行委員

としてかかわってきたが，彼らが地域福祉

実践として本活動をどのように位置づけ，

どのような意義を感じているのかについ

ては，個々の具体的検証には至ってはいな

し、。

果たして筆者が当講座を通して感じた

ような地域福祉実践の魅力や成果を，世代

や時代背景の違いを超えて，若い世代のメ

ンバー達と共有することはできるのであ

ろうか。支援を行う立場にある者たちが，

その支援活動を通して受ける恩恵や成果

とは一体どのようなもので，その実感を高

める要因はどのようなものなのであろう

か。地域福祉実践としての当講座実行委員

会の活動に注目し，それがソーシャルワー

カー達に与える意義について検討を行う。

2 研究の方法

当実行委員会のメンバーへ個別に面接

を行い，その分析を基にして検討を行う。

面接の対象者は，現在，当講座にかかわ

りをもっ実行委員で，所属機関で相談援助

業務を担う専門職者(以下，ソーシヤノレワ

ーカー)を評価対象とする。注1) 

面接対象者に対しては，調査項目を事前

に提示しておき，調査当日は個別に構造化

面接を行う。

調査項目は大別すると以下の 2点とな

る。

① 当実行委員会での活動がその後の

福祉実践に活かされていると感じるもの

とその効果

② 当実行委員会での活動で育まれた

人間関係の効果を実感する場面

3.先行研究

1)精神保健福祉ボランティア講座とは

精神保健福祉ボランティア講座は，一般

市民の受講生がEいに啓発し合いながら，

障害者と共に生きる地域社会を作ること

を目的として全国で開催されている。注2)

講座の修了生の中には，障害当事者の生

活を支え，障害当事者と共に生きる社会作

りをめざし具体的な活動をする者もあり，

精神保健福祉ボランティアと呼ばれる。

精神保健福祉ボランティアは精神障

害者が抱える生活上の問題を自分とかか

わりのある課題として捉え，その解決や支

援において相互に協働する諸活動を通し

て，ともに住みやすいコミュニティづくり

に参画する人J(栄2)1998)と定義づけら

れており，障害当事者が孤立しがちな社会

の中で以下の四つの機能を発揮させるこ

となどが求められる。(石川13)2001) 

①精神障害者の生活の質を高める機能，

②精神障害者と市民の橋渡しの機能 ③ 

ボランティア自身の成長の機能 ④共に

生きるという市民感覚で付き合う機能。

精神保健福祉ボランティア講座をわが

国で初めて開催したのは，神奈川県である。

注3)そこでの取り組みは様々なメデ‘ィアで

紹介され，その後全国各地の社会福祉協議

会や精神保健福祉センターなどが中心に

なって精神保健福祉ボランティア講座を

実施しはじめた。

わが国は諸外国に比べると，一般市民の

精神保健福祉に対する認識や関心の度合

いが極端に低い状況にあるため，具体的な

活動を行なうボランティアの人材育成と

してだけでなく，精神保健福祉領域を取り

巻く状況に関心を持ってもらうための普

及啓発に目的を絞った講座を開講すると

ころも数多くある。注4)

2) 当講座の意義とは

当講座を実施することの意義に関して

は，講座開始十年を経過した段階において，
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当実行委員会として以下のような総括が

なされている。(中村4)2006) 

①市民に対する普及啓発の場として

これはただ単に精神障害者に対する

理解や協力を求めるといったものでは

ない。メンタルヘルスとし、う観点からい

えば，精神保健福祉は国民の誰もが関心

と責任を持つべき領域である。ライフサ

イクルを学び，自己の心の健康に関心を

持つことが，精神保健福祉を「他人事J

から「自己の問題」として取り組むため

のきっかけを与えることとなる。

②障害当事者の支え手に対するサポート

の場として

当講座を始めたころの受講生の多く

は，障害当事者家族や民生委員など，精

神障害者に対しなんらかの関係を以前

より持つ者の参加が多くあった。これは

保健師や作業所職員の働きかけによる

ものであったが，障害当事者の身近にか

かわりを持つインフォーマノレ・サービス

としての彼らが正しい知識を持ち，また

当講座内で自分たちの気持ちを開示し

それが受容されることで，障害当事者へ

のかかわりに違いが生まれてくること

は大変重要なことである。

③障害当事者自身の自己受容の場として

障害当事者自身が講座の講師を担い，

実行委員として企画・運営に携わるとい

った経験が，自らの障害を受容し，自己

に対する理解を深める機会となる。

④サービス提供チームの熟成の場として

考えられる限りのサービス提供機関

を召集しさえすれば，それでチームとし

て効果的なサービスを即展開できると

いったものではない。個別援助と同じく，

対象者に対しかかわりを重ね続ける中

で，徐々にサービスとしての質を熟成さ

せていくものである。

⑤実行委員各々の本来業務への還元

当講座で体験した出来事やそこで築

いた人間関係は，所属する機関や本来業

務にも生かされ，様々な効果をもたらす

ことになる。

@実行委員の専門性に対するフィードパ

ックの場として

当講座を障害当事者や地域住民の真

の二一ズを受け止める場として，実行委

員自身の専門性を振り返り，実践を問い

ただす機会とすることができる。

⑦サービス開拓の場として

当講座が普及啓発の次に目指すもの

として，障害当事者を支えるサービスの

開拓があげられる。実行委員がサービス

提供チームとして質を上げること。かか

わる障害当事者が社会的役割や責務に

目覚めること。受講生である民生委員や

精神科領域に従事する者が，かかわりの

質を上げること。そして，今までかかわ

りのなかった一般市民がボランテイア

として地域におけるインフォーマル・サ

ービスの役割を担うこと。当講座はその

きっかけの場となりうるのである。

この中で④~⑥に関しては，個々の実行

委員に還元されるものであり，今回の調査

に関連する項目でとして考えられる。

n H精神保健福祉ボランティア講座
の概要

1.活動の経過

1)誕生の経緯

そもそも当講座誕生の発端は，地域の小

規模作業所にかかわりを持つボランティ

アから精神障害当事者へのかかわり方

がわからない」とあがってきた問題に応え

る形で，地域保健所が地域精神保健活動の
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一環として当事業に着手したことに端を

発する。

地域保健所の保健師，社会福祉協議会の

コミュニティワーカー，小規模作業所の指

導員，地域家族会の役員，そして医療機関

のソーシャルワーカーとしての筆者とい

ったメンバーで、実行委員会が結成され，

1993年にH精神保健福祉ボランティア講

座の開催へ向けた準備が始まった。翌年，

1994年に第1回目のH精神保健福祉ボラ

ンティア講座が開催され，その後主催を社

会福祉協議会や地域生活支援センターな

どに移しながら，今年で 18年目を迎える。

2)実行委員会の体制

当実行委員会のメンバーは， H市内の精

神科領域に関係する施設や行政機関の職

員で構成されている。もちろん全ての機闘

が開始当初から参画しているわけではな

く，人的余力のないクリニックやソーシヤ

ルワーカーのいない医療機関は当初参加

をしていなかった。しかし， 18年経った

今では H 市内にある精神科領域の関係機

関のほとんどが当講座運営へ携わり，その

他にも精神障害当事者や当講座修了生も

参画することのできる組織へ成長を遂げ

ている。

3)講座の方向性

当講座を開始した当初は，精神障害者に

対する理解を求めることを講座の大きな

目的にすることに何の疑問を抱くことは

なかった。しかし，講座の方向性を単に精

神障害当事者に対する理解にとどめてし

まうことは，障害当事者に対する同情を高

めはするが，精神障害やメンタルヘルスの

問題が受講生にと って他人事になる危険

性を高めてしまうことが，回を重ねる中で

明らかとなった。

また，精神保健福祉に対する「普及啓発」

と「人材育成」といった目標をひとつの講

座で両立させることの困難性も明らかと

なった。

そのため，現在では 「精神保健福祉ボラ

ンティア講座Jと称しながらもボラン

ティアとはお互い様の人間関係を築くこ

と」と位置付け，受講生が自身を大切にす

る意識を持つことや，自らが暮らす地域社

会に関心を持ち，自分なりの形で地域に貢

献する(関わりを持つ)ことの必要性を理

解してもらうことを当講座の目的に位置

づけた。換言すれば，精神保健福祉領域の

現状を知り，知識を蓄え，心の健康に関心

を持つことを通して，受講生が自らの存在

をかけがえのないものであると感じたり，

周囲との人間関係を捉えなおすためのき

っかけの場として当講座を設定したので

ある。そのため，あくまで基本的に「受講

生自身」と「自らが生きる地域Jに焦点、を

当て，当講座修了後のボランティア活動に

対しては，受講生の内発的動機が高まった

ときに活動の支援をすることにして，その

関心を高める講座作りに努めている。注5)

E 実行委員の回答

1 面接の項目

面接実施期間は平成 22年8月下旬から

9月中旬。所属機関の異なる 5名のソーシ

ヤルワーカーに各々 40分程度の構造化

面接を行なった。聴取項目に関しては以下

の通りである。

①基礎情報

a) 通算による福祉実践キャリア

b) 当実行委員としてかかわりを始め

た時期

②当実行委員会での活動体験が，個々の

日常業務において反映されていると感

じるもの
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表 1 インタビュー内容の概要

A 

氏

B 

氏

C 

氏

D 

氏

E 

氏

I上段1 当実行委員会での活動が，個々の日常業務において反映されて

福祉実践の期間 いると感じるもの

所属機関種別

(実行委員の期間) I下段1 当実行委員会で培われた人間関係が，個々の日常業務において

反映されていると感じるもの

社会福祉協議会 14年目 (3年半) -作業を行う意図(必然性)を常に自覚するようになったこと

-プログラムの実施は手段であり目的ではないことへの気付き

-対象者の立場に合わせたかかわり方の工夫を行うようになったこと

-サービス活用至上主義からエンパワーメン トを志向した支援への転換

-支援の連携を過した精神障害当事者とのかかわりの質が向上したこと

精神科病院 3年目(I年半) -自分の考えを吟味した上で表現すること

-対象者に合わせた表現方法の重要性

-他者に伝える役割を持った上で取り組む学習効果の高さ

.r愚者j とは異なる側面への気づきを得ること

• r患者Jにまかせる部分を大切にする支援の取り組み

-一人の人としての互いの理解から生まれる信頼関係の大きさ

地域生活支援センター 9年目 (4年) -目的をはっきりとさせて行動や発言を行なうこと

-事前準備や意識的な打ち合わせの必要性の実感

-各機関の入り口，調整役としての機能を果たすこと

-各機関の入り口，調整役としての機能を呆たすこと

精神科病院 6年目 (4年半) -人前で話せるようになった事

-他者へ説明をすることの難しさと大切さへの気づき

-メシセージに一貫性を持たせること

-行動の意図・目的をはっきりさせること

-連絡のとりやすさ

-障害当事者からの支え

多機能型事業所 7年目 (2年半) -目的や意図を明確にした言動を意識すること

-言動を発する前の準備の大切さ

-連絡連携の取りやすさ

-ネッ トワークの広がり

当実行委員会での実施準備や講座運

営といった体験が，所属機関における日

常業務の場面にどのように活かされて

いるかについて問う。

と感じるもの

③当実行委員会で培われた人間関係が，

個々の日常業務において反映されている

当実行委員会のメンバーと同じ目標

に向かい時間を共有した体験が，所属機

関における日常業務の場面にどのよう

に活かされているかについて問う。

2.各面嬢の概要
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5名の実行委員の基礎情報及び面接の

回答概要を表1にまとめた。以下，各実行

委員の回答内容に続く。

1) A氏(男性)の場合

① a)通算による福祉実践キャリア:14 

年目

b)当実行委員としてかかわりを始め

た時期(活動期間): 3年半前より

(3年半)

②当実行委員会での活動が，個々の日常

業務において反映されていると感じる

もの

a)作業を行う意図(必然性)を常に

自覚するようになったこと

開始当初に会の「目的Jを設定する

だけの会議はたくさんあるが，常にそ

れを意識して作業を進めていくもの

は少ない。当実行委員会は，目的を意

識した作業の徹底がなされており，そ

の目的に即した段取りで何事も作業

が進められていた。目的を明確にし，

それを意識したかかわりは日々の実

践にも活かされており，取り組み作業

へのモチベーションの維持に役立っ

ている。

b)プログラムの実施は手段であり目

的ではないことへの気付き

この手の講座では，グツレープワーク

や意見交換会といったプログラムは

当たり前の流れとして以前から認識

していた。しかし，当講座ではグルー

プワークを行う目的までもが各回毎

に明確に設定され，その目的は受講生

にも提示されて実施していたため，受

講生もそのつもりでグループワーク

に取り組み，講座全体の内容に一貫し

た流れを持つことができた。

このことを通して，プログラムはあくま

で手段であり，その目的により活用方法が

変わってくることを学んだ。

c) 対象者の立場に合わせたかかわり方の

工夫を行うようになったこと

実行委員としてともに活動する障害

当事者や一般市民に対しては，立場の対

等性を意識するとともに配慮も必要で、

あることを学んだ。例えば専門家の間で

当たり前に交わされる専門用語を極力

さけ，インフォーマルな立場であっても

なるべくわかりやすい表現に努めるよ

うになった。このことは機関に訪れる市

民に対する窓口対応などに変化をもた

らした。

また， rこの種の要望に対してはこれj

というほぽパッケージングされた短絡

的な支援展開だ、ったものが，支援レパー

トリーを増やしたり改良を重ねながら，

いくつかの選択肢から選んでもらうよ

うになった。様々な立場が集う当実行委

員会での活動を通して，立ち振る舞いに

幅が生まれた成果であると思う。

d)既存公的サービス活用至上主義からエ

ンパワーメントを志向した支援への転

換

種々の支援会議に参加した際，公的サ

ービスの活用方法自体に重きが置かれ

たり，対象領域で活用サービスを限定し

てしまい，利用者・家族の要望や持って

いるカが上手く反映されていないよう

に感じる場面に出くわすことがある。短

絡的に公的サービスに結びつけること

が真の生活支援やケアマネージメント

が目指しているものではなく，障害当事

者の持つカの活用やそれを引き出す場

を設定し，それを上手く支援に反映させ

ることが先決であると感じるようにな

った。いわゆるエンパワーメントを志向

した生活支援である。当実行委員として
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活躍する障害当事者の魅力的な姿や，意

識的に彼らにかかわり個々のカを導き

出そうとする他の実行委員の姿勢から

その視点、の重要性をさらに意識するよ

うになった。

③当実行委員会で培われた人間関係が，

個々の日常業務において反映されてい

ると感じるもの

a)支援の連携を通した精神障害当事者と

のかかわりの質が向上したこと

社会福祉協議会の特性上，受け入れの

間口は広い。その中にもちろん精神障害

者の方々とのかかわりも含まれるが，正

直一機関としての支援の限界もある。そ

んな中，精神科領域の専門家たちと面識

があることは心強い。気軽に相談できる

だけでなく，場合によっては，役割を肩

代わりしてくれたり，すぐに現場へ駆け

つけてくれたりと非常にフットワーク

よく協力をしてくれる。連携が取りやす

いため，自分自身が精神障害者の方々と

安心してしっかりかかわれるようにな

ったし，そうすることで対象でひとまと

めてしまうことなく「個人」としてみつ

めることができるようになった。

2) B氏 (女性)の場合

① a)通算による福祉実践キャリア 3

年目

b)当実行委員としてかかわりを始め

た時期(活動期間): 2年半前より

(1年半)

②当実行委員会での活動が，個々の日常

業務において反映されていると感じる

もの

a) 自分の考えを吟味した上で表現するこ

と

様々な立場の者で構成される当実行

委員会では，他者に自分の考えを的確に

伝えることが求められた。その作業は，

日常業務におけるケース対応の際，話の

筋道を立てたり，自分が伝えたいことや

話の結論を明確にして，事前に頭で思い

描きながらといった， 一度自分の中で吟

味して実際の行動へ移す姿勢につなが

った。

b)対象者に合わせた表現方法の重要性

相手に自分の考えを述べたり物事を

説明する際に，相手に合わせた表現方法

を考えるようになった。他者が納得ので

きる説明，理解できる言葉を意識するよ

うになった。実行委員だけでなく，受講

生の内訳も非常に幅があり，個々ができ

るだけ納得できるように知識の提供を

したり，話し合いを積み重ねる体験の成

果であると感じる。

c) 他者に伝える役割を持った上で取り組

む学習効果の高さ

当講座でひとつの講義を担当するた

めに準備を行った際に，現場での実践を

関連付けながら作業を行うことができ，

大学での学びとは違う深い学習ができ

た。また，他者に伝える役割を伴つての

学習は，自分だけが理解すればよいもの

ではないので，自分の理解したことを

「伝える」ということの難しさを実感す

ることができたのは大変良い体験であ

った。

d) r患者」とは異なる側面への気づきを得

ること
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所属機関の利用患者とともに当講座

の実行委員として活動することにより，

患者にも力があるということを単なる

知識としてではなく，体験として実感で

きたことは生活支援を展開する者とし

て大きな収穫で、あった。同じ対象者であ

っても，一緒に事業を進めていく中で，



中村 ソーシヤノレワーカーの地域福祉実践活動の意義とあり方に関する検討

病院を利用する患者とは異なる一面が

見えたことは，エンパワーメントを志向

した支援を展開するための筋道が見え

た気がする。また，病院という機関の中

では中々把握しづらい，多面的に人や生

活を捉えていくことの重要性にも気づ

くことができた。

e) 患者」にまかせる部分を大切にす

る支援の取り組み

上記の続きとなるが，当講座の運営

を通して気づかされる彼ら障害当事者

の力を実感してからは，日常の支援にお

いても患者個々の持つ力の「見立て」を

行うことを意識するようになった。患者

のできないことや不自由さ，生活課題を

注視するだけでなく，できることは患者

に任せることで責任感や自信，力を引き

出す支援の形を意識するようになった。

③ 当実行委員会で培われた人間関係が，

個々の日常業務において反映されてい

ると感じるもの

a)一人の人としての互いの理解から生ま

れる信頼関係の大きさ

一つのものを皆で作っていく作業を

通して，信頼関係を築くことができた。

時間の共有を図る中で，それぞれの機関

としての立場だけではない素の人間性

や個々の生活背景が理解できたことで

安心して自分の考えを述べることがで

きるようになった。こうした理解は，対

利用者に対してだけでなく，連携を必要

とする援助者同士にも必要なものであ

ることを実感した。

3) C氏(男性)の場合

① a)通算による福祉実践キャリア :9 

年目

b)当実行委員としてかかわりを始め

た時期(活動期間): 5年半前より

(4年間)

②当実行委員会での活動が，個々の日常

業務において反映されていると感じる

もの

a)目的をはっきりとさせて行動や発言を

行なうこと

当講座実行委員会での活動は，あらゆ

る面における動きや発言が当初の目的

に合わせたものであり一貫性を感じた。

以前の自分は見切り発車的に行動を起

こしながら，その最中に物事を考えるこ

とが多かったが，当講座にかかわるよう

になってからは，その作業を行う理由や

集う目的等を自分自身の中で明確にさ

せてから行動を起こすようになった。結

果，日常業務における利用者へのかかわ

りやケア会議での発言や行動等に目的

とのズレが少なくなった。

b)事前準備や意識的な打ち合わせの必

要性の実感

他の地域福祉実践などを行う際には，

決められた日時に集まって話をする以

上の作業の必要性を感じていなかった

が，当実行委員会活動を通して議題の中

心となる者同士の事前の打ち合わせや

根回しといった作業，意識のすり合わせ

やビジョンの統一化が他の参加者の理

解を促進させ，効果的な会の運営を実現

させることを実感した。

③当実行委員会で培われた人間関係が，

個々の日常業務において反映されている

と感じるもの

a)各機関の入り口，調整役としての機能

を果たすこと

実行委員同士は気兼ねなく連絡・相談

ができる関係であるため，直接関係する

ことでなくともお互いが所属する機関
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に関する相談にのってもらい，アドバイ

スや関係調整を行ってもらうことがで

きるようになった。いわば各機関の窓口

的な役割を果たしてくれている。こうし

て専門職が横の連携を取りやすくなる

ことは，我々が環境の一部となるかかわ

りのある利用者にとってもその恩恵は

大きいものであると考える。

4) 0氏 (男性)の場合

① a)現在の実践キャリア:6年目

b)当実行委員としてかかわりを始め

た時期(活動期間): 5年半前より

(4年半)

② 当実行委員会での活動が，個々の日常

業務において反映されていると感じる

もの

a)人前で話せるようになった事

本来，人前で話しをしたり司会をする

ことは決して得意な方ではなく不向き

だと思っていたが，当講座の中でこうし

た事への取り組みの機会をもらい，出来

不出来よりも自分の持ち味を生かしな

がら精一杯取り組んだことを，他の実行

委員達から肯定的に評価されたことが

嬉しかった。また，受講生にも支えられ

ることも大切というスタンスの示唆も

いただき，ずいぶん気持ちが楽になった。

よって，日常業務のあらゆる場面でこの

ような役割を求められた時は，自らの成

長の機会と位置づけ，抵抗なく受け入れ

ることにしている。

b)他者へ説明をすることの難しさと大

切さへの気づき

当講座の中で受講生からの質問に応

じたり，精神保健福祉の歴史の講義を担

当する機会を得た。その体験を通して

「自分が知っていることJと「知ってい

ることを他者に説明することjは別の力

が求められることを実感した。そのため，

患者等に福祉制度の説明をする際にも

わかりやすい言葉を選んだり，作業の事

前準備を行なうようになった。また，自

分の知識を他者の前で表現する揚があ

ることは，学習への取り組み姿勢を変え

る事への気付きも得た。

c) メッセージに一貫性を持たせること

物事を運営する側の者達が同じ目標

を持ち，表現は異なれど同じ内容のメッ

セージを語ることは，そのサービスを利

用する者たち(受講生)にとっても，自分

たちが何を受け止めればよいのか，どう

振舞えばよいのかを掴みやすく，利用者

の満足度やかかわりの効果が高まるこ

とを学んだ。

d) 行動の意図 ・目的をはっきりさせる

こと

日々の業務における利用者への働き

かけの際に，何をどのように伝えたらよ

し、かについて具体的に考えるようにな

った。以前は勢いに任せ，利用者へ説明

しながら次を考えるような作業を行っ

ていた。なぜそれをやるのか，意図や目

標は何なのかをまず自己問答し，自身で

消化してから利用者へ話を持っていく

ようになった。これは当講座の中身や流

れに関して，実行委員の間でその目的や

意図を明確にしていくことに，必要以上

にこだわった作業が生きている。

③当実行委員会で培われた人間関係が，

個々の日常業務において反映されている

と感じるもの

a)連絡のとりやすさ

もともと電話で連絡をとることは好

きではないが，当実行委員に対しては抵

抗がなくなった。私生活での付き合いも

生まれ，一人の人として気心の知れた，
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顔の見える関係はとても安心感がある。

b) 障害当事者からの支え

障害当事者の人にも当実行委員会の

中では支えてもらったり，助言を受ける

場面が多々あり，医療機関ではあまり実

感する場面の少ない，双方向の関係が大

変新鮮である。

5) E氏(女性)の場合

① a)現在の実践キャリア 7年目

b)当実行委員としてかかわりを始め

た時期(活動期間): 2年半前より

(2年半)

② 当実行委員会での活動が，個々の日常

業務において反映されていると感じる

もの

a) 目的や意図を明確にした言動を意識す

ること

いままで参加してきた種々の会議で

は，目的について初回で触れることはあ

っても，その目的に即した意識的な作業

を継続して行うことまで体験したこと

はなかった。当実行委員会では目的に即

した意図的な作業が常に大切にされて

いた。他者へ何かを伝える際には明確な

目的や理由付けが発信者側で吟味され

た上で発信されることで，他者が理解や

納得を示しやすくなることを学んだ。日

業務では，後輩や職員，利用者に物事を

伝える際に，自分の中で目的や意図を確

認してから行うことを意識するように

なった。

b) 言動を発する前の準備の大切さ

他者にメッセージを発信する前に一

度自分自身の頭の中へ落として吟味す

るようになった。専門職として，自らの

発言に対して他者から「なぜJと問われ

た時にその求めに応じられる準備が大

切である。その準備作業を意識し始めて

から，次第に自分が発する言葉の意味が

理解できるようになった。実は今までは

整理がつかないまま説明を始めてしま

い，自分で、言っていて途中で、収拾がつか

なくなったことがあった。今でもそうい

うときはあるがこれは相手に伝わら

ないだろう」と発言している最中でモニ

ターができるようになった。

この意識は，当実行委員会の会議でも

意識させられたが，講座受講生や専門職

ではない障害当事者の実行委員たちと

のかかわりがカになった。彼らに対する

かかわりでは，彼らが理解できる言葉に

ついて吟味しながらそれを都度選び直

し，納得できるように筋道を立てて説明

をすることが求められた。その作業の積

み重ねの成果であると考える。

③当実行委員会で培われた人間関係が，

個々の日常業務において反映されてい

ると感じるもの

a)連絡・連携の取りやすさ

実行委員の間では，日常業務におい

て機関同士の連絡・連携が取りやすくな

ったし，接触の機会も増えた。同じ市内

ではあるが，自らが所属する機関は中心

地より少し外れた場所にあるため，他の

機関とは日常業務の中で頻繁に行き来

できる距離ではない。もし当講座での出

会いがなければ近くにある精神科病院

としか関係をもてない状況にあった。当

講座が物理的な距離の問題を解決して

くれた。

b)ネットワークの広がり

当実行委員との関係が深まったのは

いうまでもなく，彼らの存在が窓口や仲

介役となり，その先にいる他のスタッフ

や関係者とつながることができた。実行

委員同士が気心の知れた安心できる関
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係だからこそ，気兼ねなく紹介しあえた

のだと思う。

W 回答の分析

1.共通言語化によるキーワード

5名の実行委員の証言内容の共通言語化

を図ることにより，表2-1及び表2-2

のようなキーワー ド、があがってくる。表2

-1はインタ ビュー項目②の「当実行委員

会での活動が， 個々の日常業務において反

映されていると感じるものJについて導き

出されたキーワー ド，表2-2はインタビ

ュー項目③の 「当実行委員会で培われた人

間関係が， 個々の日常業務において反映さ

れていると感じるものJについて導き出さ

れたキーワードとなる。

表 2-1

「当実行委員会での活動が、個々の日常業務において反映

されていると感じるもの」に関するキーワード

A 目的の明確化と意識付け

B 意図を持ったプログラム(作業)の展開

C 専門用語の一般化

D 個別化された相手に合わせた対応

E エンパワーメントやストレングZに注視したかかわり

F 発言内容の事前整理

G 他者へ伝える役割に基づかれる学習の成果

H 役割への取り組みによる成長

I 肯定的評価の重要性

J チーム全体が持つメッセージの一貫性
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表 2-2

「当実行委員会で培われた人間関係が、個々の日常業務に

おいて反映されていると感じるものJに関するキーワード

E 連携(連絡)のとりやすさ

L 立場を越えた人としての信頼関係

M 各機関の窓口・コーディネータ一役

N 精神的な支え

ちなみに，これを証言者ごとにまとめて

みると表3のようになる。

2.分析

ここでは複数回答が寄せられた項目に

注目し分析と解説を加える。

1)r当実行委員会での活動が.個々の日

常業務において反映されていると感じ

るもの」について

①事業の目的の明確化

ほぽ全員からあがってきた項目であ

る。集った者たちが，何を目指しである

いは何を達成するために時間を共有す

るのか，その目的を明確にすること。そ

してそれを初回のみの作業としてでは

なく，常に認識できるようメンバー全員

の意識に根付かせていくことが大切と

いうことである。

ソーシャルワーカーの日常業務にお

いて，形式的な会議や実施ありきのイベ

ントへの参加は決して少なくない。「運

営委員会が機能せずに，講座も受講生も

バラバラと崩れてしまう場合もある。そ

の一番の理由は，経験が乏しいことでは

なく，委員一人ひとりの目的意識の乏し

さに尽きる。他でボランティア養成をし

ているようなので， 他市の内容を真似て

講座をやったという姿勢からは何も生
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表3 各実行委員が該当するキーワー ド

福祉実践の期間
所属機関種別

(実行委員の期間)

A 
社会福祉協議会 14年目 (3年半)

氏

B 
精神科病院 3年目 (1年半)

氏

C 
地域生活支援センター 9年目 (4年)

氏

D 
精神科病院 6年目 (4年半)

氏

E 
多機能型事業所 7年目 (2年半)

氏

まれない。J(石川15)2001) とあるよう

に，目的が明確でないものは次第に形骸

化・衰退化していく。特に当講座のよう

に単発事業と違い，長い年月をかけて準

備・運営されるような事業の場合，かか

わる者の意識統ーやモチベーションを

持続させる仕組みづくりは重要であり，

本項目はその要素の中核をなす。何より，

利用者に対するかかわりや展開するプ

ログラムの質が変わってくるはずであ

る。

②意図を持ったプログラム(作業)の展

関

われわれが日常業務において展開す

る各種プログラム(作業)は，目的を達

成するための手段であって，その実施自

[上段] 表 2-1に該当するキーワード

[下段] 表 2-2に該当するキーワード

A B C D E 

K 

C E F G 

K L 

A B 

K M 

A F G H I J 

K N 

A C F 

K M 

体が目的で、あってはならない。例えばA

氏の回答にあった当講座のグループワ

ークも，講義を聴いた流れで漠然とした

グループワークを設定するべきではな

い。グループワークの中で何を話し合っ

てもらいたいのか，その作業にはどのよ

うな目的があるのかを受講生に提示し

て，その意図を理解してもらった上でグ

ノレープワークを展開する。そうした姿勢

が受講生に主体性や当事者性を芽生え

させるのである。受講生に協力を求め，

ともに講座を作っていこうとする意識

が大切となるが，これは日常業務におけ

る直接援助場面でも同様のことがいえ

はしないだろうか。

③ 専門用語の一般化
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専門用語の一般化とは，専門領域で活

用される用語を一般市民でも理解でき

る表現にアレンジしなおす作業のこと

である。専門職はキャリアが増すほどに

専門用語を多用化する傾向にあり，表現

に気を配らなければ，対象者によっては

難解な説明になってしまう。当講座にお

いても，実行委員の間で評判がよかった

講義内容が，一部受講生から内容が難解

すぎると指摘を受けることも少なくな

い。こうした一般市民を対象にした講座

は対象者の幅も広いため，専門用語に対

する表現の配慮が必要であり，それはそ

のまま日常業務における利用者等のか

かわりにおいても同じことがいえる。そ

のことに当講座の運営を通して意識が

できた項目である。

④エンパワーメントやストレングスに注

視したかかわり

対象者の復権や自尊心の回復を目指

す支援，あるいは個人の持つカや可能性

に注視したかかわりは，最近のソーシャ

ノレワークにおいて基盤となる考え方で

あるが，その理論を実践に結びつけるこ

とは容易ではない。しかし我々は幸運な

ことに，当実行委員である障害当事者達

が講座の運営を通して復権を果たし，自

らの社会的役割に目覚めるまでのプロ

セスを仲間として間近で見届けること

ができた。その体験を通して，例えば支

援計画であればまずは障害当事者自身

のセルケア能力をしっかりアセスメ ン

トすることで、あったり，ケースワークに

おいても利用者自身が担うことのでき

る役割を見出すことなど，利用者の力や

役割に注視する日常実践へつながった

ものと考えられる。

⑤発言内容の事前整理

専門職として支援業務を行う際には，

意図的なかかわりが求められる。意図的
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なかかわりとは，働きかけの目的が明確

で，意味のある言動を行うことである。

そこが，イ ンフォーマルな関係とは異な

る専門家たる所以である。言葉を発する

前に，自らのメ ッセージを吟味する。ど

のように説明をするか，相手の心情や理

解度等もアセスメントする必要もある。

実行委員は，当講座を通しその作業の難

しさと重要性に気づかされたのである。

⑥他者へ伝える役割に基づかれる学習の

効果

筆者の実践経験においても実感して

いることであるが，目的が明確でない学

習は中々身につかない。しかし，例えば

学生の間にあれだけ身につかなかった

福祉制度の勉強が，利用者支援において

急に必要となり，精神的に追い込まれな

がら学習した場合，自らの専門知識とし

て血肉になっていく。これと同じような

体験はあらゆる専門職が体験済みであ

ろうが，当講座においては対象に幅のあ

る大勢の受講生を前にして行うことに

さらなる難しさがある。個別の反応を確

認しながら対応するというわけにいか

ないだけに，説明内容を事前に吟味しな

ければならない。また，自らが理解して

いるということと，わかりやすく言語化

できることとは求められるカが異なっ

てくることへの実感も大きい体験であ

ったと考えられる。それだけに，大衆へ

向けて表現するための学習は意義深い

ものであったと考えられる。

2) r当実行委員会で培われた人間関係が，

個々のB常業務において反映されてい

ると感じるもの」について

①連携(連絡)のとりやすさ

全員からあがってきた項目である。当

実行委員会で顔の見える関係を作るこ

とにより，気軽に連絡や相談を行い，支
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援に関しては連携をとれるようになる

ことは大きな恩恵といえる。専門職聞の

人間関係は，そのまま利用者にとっての

生活環境でもあり，その関係性が利用者

支援の質につながることは前述の通り

である。

②各機関の窓口・コーデ‘ィネータ一役

実行委員の所属する機関に別件で用

がある場合，その情報収集や連絡調整を

担い合う関係が成立していることは，頼

もしい限りである。また，実行委員を通

じて必要な人材の紹介があったりと，単

に実行委員同士のつながりにとどまら

ないコーディネータとしての役割を担

いあっている点も，日常業務への恩恵と

しては非常に大きなものがある。

V まとめ

1.地減福祉実践に必要なもの(総論的見

解)

今回の調査を通して，当実行委員会へ携

わるソーシャルワーカー達が，その活動に

何らかの専門的価値を見出し，その経験を

日常業務で有効的に活用していることが

明らかとなった。また，先行研究で述べた，

講座開始十年目で確認、した講座実施の意

義に合致しているものであり安心するこ

ともできた。

彼らの意見の一つ一つは，筆者が期待し

ていた以上に具体的であり説得力に富ん

だもので、あった。

面接項目である「当実行委員会での活動

体験が，個々の日常業務において反映され

ていると感じるもの」及び「当実行委員会

で培われた人間関係が，個々の日常業務に

おいて反映されていると感じるものJは換

言すると自らが行っている作業に専門

的価値を見出すことJと 「自らが所属する

組織に価値を見出すこと」であり，単純に

優先の度合いを比較できるものではなく，

どちらも福祉実践には不可欠な項目とな

る。実行委員の意見からこの二つの調査項

目の重要性を総論的に述べるとすれば，ひ

とつは「目的意識の必要性Jである。この

組織は何のために存在するのか，どこへ向

かうための作業を行うのか，自分たちは何

を価値や理念に定めて会を運営するのか

といった項目が明確なことである。もう一

点、が所属意識の必要性」である。組織

に身をおくことの心地よさや自らの存在

を承認されることの喜びなどが更なるメ

ンバー聞の粋を深める。

当実行委員会活動は年聞を通して行わ

れるが，その活動はすべて無償ボランティ

アであり，そもそも参加への強制力もない。

しかし，当実行委員たちは多忙を極める日

常業務の中にあって，時間を工夫しながら

でも会に集おうとする意識が萎えないと

いうことは，組織の凝集性や活動の優先順

位の高さを物語っているといえる。

今回の調査から明らかとなった，地域福

祉実践の意義や効果を高める要因といっ

たものは決して特別な領域の特別の活動

だけのものではない。したがって，当講座

運営はもちろんのこと，様々な実践活動に

応用できるものであると考える。

2.障害当事者の参画がもたらした効果

今回の調査において実行委員から様々

な形で口にされたものに実行委員とし

ての障害当事者たちの存在の大きさjがあ

る。日常的に専門用語を多用している我々

のあり様。わかったつもりで見切り発車的

に利用者へ発言してしまう我々のあり様，

そして様々な場面で実感される障害当事

者の成長とカと優しさと支え。こうした気

づきを与えてくれたのは，当講座をともに

運営してくれた障害当事者たちの当講座
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に対する真撃な取り組み姿勢である。別の

機会で詳細は語ろうと思うが，もちろん彼

らとともに歩むためには意識的なサポー

トも必要で、はあった。しかし見逃して

はならない最も重要な課題は，精神障害と

いう病気の困難さは，単なる制度の不備や

社会の無理解ということ以上に， (中略)

自らの人生の責任ある当事者として生き

るという当たり前のことを，他者による過

剰な保護や管理の下に喪失させられてき

たことにある。J(向谷地6)2009) と表現

されるような精神科処遇の中にあって，と

もすると聞き流されてしまう障害当事者

たちの素朴な要望や意見を当実行委員た

ちは真撃に受け止め，都度意識的な対応を

心がけた結果，専門援助職としての力量を

高めることができたのではないかと考え

る。こうした姿勢は，個別対応が必要な受

講生に対する事前検討や組織的支援，ある

いは会場全体を捉える中での変化に素早

く対応できる臨機応変な対応力へ発展・成

長を遂げているのである。

もう一点特筆すべき点がある。それは，

ソーシヤノレワーカーたちが障害当事者た

ちから学ぼうとする姿勢をもち，支えられ

ていることへの感謝の念を抱いているこ

とである。

向谷地7) (2009)のいうように当事

者とは，単なる『精神障害を抱えた当事者』

としての理解ではなく，まさしく精神障害

という固有の体験をした一人の市民とし

て，自らのニーズ‘を見出し，社会資源の欠

乏や不足の改善と充足に向けた主体とし

ての役割を果たすことを期待された個人

を意味するJとするならば，我々専門職と

は立場や経験に基づかれたカを異にする

者として，障害当事者に対し敬意を払うべ

きである。

実行委員たちが，ただ、ソーシャルワーカー

の専門性に基づき障害当事者を受け止め

-42・

ょうとしたのではなく， I地域づくりの代

弁者としてJの敬意を払い，双方向のエネ

ノレギーの流れを意識しながらかかわろう

とした姿勢が， I学びJや「支えられる」

といったキーワードに表現されていると

いえる。

当講座活動に深みや説得力をもたらし

たもののひとつは，障害当事者の講座への

参画であり地域づくりの代弁者」とし

て成長していく彼らを見守り，学ぼうとす

る姿勢を大切にした実行委員たちのかか

わりのおかげであることは誰もが認める

事実である。

3.存在を承認しあうことの重要性

援助実践を行う中で，新たな人間関係で

形成された組織に身を投じた際に，そこで

生まれる人間関係や交わされる情報に刺

激を感じることはある。しかし，それだけ

では時間的経過とともに新鮮味を失って

いく。集まることに意義を持っそうした組

織の多くは，かかわる者の所属意識や凝集

性を失わせ，やがて形骸化していくわけで

あるが，単に組織の目的や役割がはっきり

していれば良いというものでもない。専門

職としての社会的責務だけで内発的動機

を高めることは困難である。やらされ体験

からは成果は得にくい。こうして考えると，

18年間続いている当講座にはその問題を

解決する何かが存在していると考えられ

る。

今回の面接の中で発言された意見は，ソ

ーシヤノレワーク実践においてどれも大切

なものであった。彼らのこうした気づきゃ

言動は，当講座運営の体験だけがもたらし

たものではない。

その体験を積極的に自主的に行わせよ

うとする土壌の存在があった。それは互い

の存在の承認であり，そのことを実感させ

る仕組みづくりである。人は誰もみな自ら
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の存在価値を感じながら社会生活を送り

たがる。存在を承認してくれる者，存在価

値を確認できる役割や作業を求めている。

当実行委員会ではその意識を大切にする

と共に変化成長に対する肯定的な評価を

心がけている。これは障害の有無に関係な

くである。お世辞などではなく，心から素

直にたたえあう文化が育っているのであ

る。よかったと感じたとき，助かったとき，

成長したと感じたとき，がんばったと感じ

たとき。なるべくタイムリーに，言葉や態

度の形にしてフィード、パックしていく。今

回の面接において様々な意見のベースに

一貫して感じた， r自分の存在が認められ，

必要とされていることJの心地よさが，取

材を通して筆者にも素直に伝わってきた。

こうした土壌が育つことが，無償で人を集

め，会を率先して動かしていこうとする原

動力であったように感じている。

よって，ソーシヤノレワーカーとしての責

務以前に，ひとりの人として個々の存在の

必要性が実感され，存在を承認される肯定

的な場の確立が，専門性に基づかれた実践

を効果的かっ継続的に行っていく上で何

より重要であることが彼らのメッセージ

から見て取れる。専門職であろうと障害当

事者であろうと，生きていくうえで必要な

条件はみな同じである。支援者としての専

門性を高める作業と同時に，こうした「人

としての共通性」で物事を捉える一般性や

素人性のような感覚を大切にすることで

見えてくるものがあることを，対人援助を

行う者として大切にしてほしいと願う。

真の社会生活は地域の中にある。生活に

責任を持つ福祉学を学問基盤に持つ専門

家として，ソーシャルワーカーにはぜひ，

地域福祉実践に参画していただきたい。そ

の際にひとつでも本作業がヒントになれ

ば幸いである。

最後に，筆者にこうした貴重な気づきを提

供してくれた当実行委員の仲間たちに感

謝を申し上げ，本検討作業を終了する。

注

1 当実行委員の中には，他にもソーシヤノレワ

ーカーがし、るが，筆者と共に当講座に初回か

ら携わっているため，今回の調査対象から除

外する。

2 1980年代にわが国に始めて誕生した時は

「精神衛生ボランティア講座」と呼ばれてい

たものが， r精神保健ボランティア講座Jへ，

現在では「精神保健福祉ボランティア講座J

と時代の流れに伴い名称を変化させている。

しかし基本的な目的及び内容に大きな変更は

無い。本論文では必要な箇所以外は「精神保

健福祉ボランティア講座」で統ーした表現を

使用する。

3 この当時は「精神衛生ボランティア講座」

と呼ばれていた。

4 普及啓発を目的にしている場合は「精神保

健福祉講座Jと名づけ，ボランティアの養成

を切り離し，目的を明確にして講座を実施し

ている所もある。

5 当講座は，受講生に精神保健福祉の現状を

知ってもらうための普及啓発の意味合いを強

調しているため，必ずしも受講修了生全員が

ボランティア活動を開始するわけではない。

よって，ボランティア実践を希望する者には，

かかわりのために必要な自己理解やコミュニ

ケーショ ン技術について学ぶための上位講座

の受講を勧めると共に，精神保健福祉ボラン

ティアの当事者組織を地域生活支援センター

に設け，ボランティア支援を行っている現状

にある。
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